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第１回天神山小学校保護者説明会会議録

１．日時 平成２９年２月３日（金）１９：００開始

２．会場 天神山コミュニティセンター

３．教育部参加者

岡根教育長、今井学校教育課長、鶴岡教育総務課長、竹谷教育センター所長、

須藤学校教育課主幹、鈴木教育センター主幹、三浦学校教育課指導主事、

財前教育センター指導主事、刈込教育総務課課長補佐

４．保護者参加者 ２１名

５．会議録 進行：鈴木教育センター主幹

発言者 発 言 内 容

岡根教育長

須藤主幹

１ 開会の言葉

２ 出席者紹介

３ 教育委員会あいさつ

４ 「富津市小・中学校再配置計画（案）」についての説明

事前に PＰＴＡ役員の皆様に説明をさせていただきましたが、次のよう
な質問がございました。
Ｑ：決定事項なのか。また、小中同時進行なのか。
Ａ：平成３２年に、この計画で実施したいと考えて提案しています。小中
学校同時進行で考えています。

Ｑ：天羽中の新校舎について、財政が厳しいのに新築をするのか、今の場
所に建てるのか等。

Ａ：天羽中は建築から 48 年経過しており、校舎が老朽化しています。耐
震補強工事は過去の大震災を受け、生徒の安全・安心を最優先するため
に実施しました。校舎の建築については、長期的スパンで計画してお
り、財政を圧迫するものではありません。今回の校舎の建て替えは、老
朽化している校舎の建て替えとして計画しています。
また、建築する場所ですが、現在の場所に建築する予定です。体育

館、武道場は現在のものを使用していきます。建築に伴う周辺道路の整
備も検討しております。
Ｑ：天羽中の校舎建築はいつから工事開始か。
Ａ：平成３０年度から開始予定です。
Ｑ：校舎建築の期間、天羽中学校の生徒はどうするのか。
Ａ：湊小学校の空き教室を活用して、学校生活を送ります。授業時間小学
校 45 分、中学校 50 分の違いや、休み時間のグラウンドの使い方、部活
動の活動場所等については、湊小学校の体育館やグラウンド、天羽中学
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保護者

須藤主幹

保護者

今井課長

保護者

鶴岡課長

保護者

今井課長

保護者

鶴岡課長

保護者

今井課長

保護者

鶴岡課長

保護者

今井課長

校の体育館、武道場、グラウンドの一部は使用できますので、今後検討
していきたいと思います。

５．質疑
竹岡、金谷、湊ではどのような質問が出たのか。

３年後に確実に統合するのか。天羽中周辺の道路について。竹岡、金谷
の中学生は補助が出ているが、今後どうするのかなどである。

相川方面はスクールバスで対応だが、小学生だけか。また、湊小で生活する
と、天羽中までの距離より短くなるが、そのまま自転車通学ができるのか。

スクールバスは小学生への対応である。自転車通学については、そのま
まの対応で考えたい。

天羽中の建築場所は、現在の場所で確定なのか。

色々なプランを検討した中で、現在の場所となった。新築・移転は、用地買
収、水道、校舎建築、体育館・武道場建築など完成までの期間が長くなる。

天羽高校と君津商業が合併すると聞いているが。

天羽高校はアクティブスクールとして、地域の高校として残すと県から
聞いている。

天羽中の周りの道路整備をするとのことだが、湊小周辺の道路整備は。

現在、湊小周辺の道路整備の要望はあがっていない。他校から湊小へ来
る子どもは、バスに乗って校舎前まで来るので安心である。

中学生も登校するので狭いのではないか。

天神山の子どもは、平成 32年以降に湊小へ通学するので、中学生と一緒
になることはない。

湊小は大規模改修等するのか。

市の改修にかかる予算全体を振り分け、必要な部分は改修していく。将
来的には、湊小も改修することも考えられる。

湊小へ中学生が登校すると人数が増える。同じ時間で登校させると危な
い。保育園の送迎とも重なるので、信号機の場所等動かしてほしい。

通学路の安全対策として、警察・市・県の道路管理者などで協議し、要
望していき、よりより通学方法について検討していく。
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使用しなくなった校舎は、見回り等を定期的に行うのか。

使用しなくなった学校の跡地利用については、どのような活用ができる
か考え、地域の皆様に説明をしながら利活用について考えていきます。安
全面等考慮し、定期的に整備を行っていく。

他の閉校した学校はどうなっているのか。

環南小は処分する方向でいる。管理は教育部で行っている。関豊小は売
却先が決定し、今年度中に引き渡すことになっている。

小学校は避難場所になっている。企業等が入った場合はどうなるのか。

避難場所も含めて、跡地利用を考えていく。

避難場所となれば管理をしなくてはならないと思うが。

避難場所として決まれば、市で管理をしていく。

環小は、今後人数も減り、中学校で一緒になるのであれば、今回統合し
ないのか。

環小は、山中・関豊方面から通学しており、湊小への通学は大変である
と考えた。環小の説明会で、保護者から意見があったので、今後、保護者
の意向を伺い決定していきたい。

湊小に学童保育は設置しないのか。

学童保育は教育委員会の所管ではないが、子育てや離れた場所からの通
学になると必要と考えられる。子育て支援課と相談していきたい。

女性も働く時代になってきた。小学校へ子どもが通うようになったら、働
きたい人もいる。学童があるとよい。また学校の先生は見てくれるのか。

学校の教員は放課後、他の業務もあり時間外まで勤務している状況であ
る。学童については、市で相談をしていく。

統合したら先生も一緒に異動するのか。

子ども達の様子を理解している前任校の先生も関豊小から環小にいって
いる。県と相談していきたい。

湊小で中学生と小学生が一緒に過ごすことは心配である。天神山小に中
学生を入れるとよいのでは。
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天神山小では、教室数が不足しており、中学生が入ることができず、技
術室がないため授業に支障が出る。また、職員室にも職員が入りきらない
ため不可能と判断した。

部活動は湊小から天羽中へ異動すると、時間がかかるのでは。

徒歩やランニング、スクールバスを活用しての移動などが考えられる。
中学校と協議していきたい。

下校時間は小中学校で違うのか。いじめにあったりけんかになったりす
るのではないか。

通常は下校時間が違う。同時間帯になるときは職員がパトロール等を行
い、安全安心な登下校に努めていく。また、行事や日常から交流を図り、
人間関係を作っていきたい。

中学生が湊小の校舎を利用する場合、制限等はあるのか。

基本的には、中学生が３階、小学生が１、２階を使用して行く予定で検
討している。

同じ校舎で過ごすことで、トラブル等はないのか。

小中学校の教員で細かく見ていきたいと思う。今の中学生は、職場体験
で小学校に行きよい姿を見せている。その良さを引き出すようにしていき
たい。

６．閉会の言葉


